
㈱R-CORPORATION外部評価事業部

地域密着型サービスの外部評価項目構成

項目数

Ⅰ．理念に基づく運営 8

１．理念の共有 1

２．地域との支えあい 1

３．理念を実践するための制度の理解と活用 3

４．理念を実践するための体制 2 　○項目番号について

５．人材の育成と支援 0 外部評価は20項目です。

「外部」の列にある項目番号は、外部評価の通し番号です。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 1 「自己」の列にある項目番号は、自己評価に該当する番号です。参考にしてください。

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応 0

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援 1

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 5 　○記入方法

１．一人ひとりの把握 1 ［取り組みの事実］

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と 1
　　見直し ［次ステップに向けて期待したい内容］

３．多機能性を活かした柔軟な支援 0

4．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働 3

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　 6

１．その人らしい暮らしの支援 4

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり 2 　○用語の説明
家族等

合計 20 家　 族

運営者

職員

チーム

＝事業所の経営・運営の実際の決定権を持つ、管理者より上位の役職者（経営者と同義）を指
します。経営者が管理者をかねる場合は、その人を指します。

＝管理者および常勤職員、非常勤職員、パート等事業所で実務につくすべての人を含みます。

＝管理者・職員はもとより、家族等、かかりつけ医、包括支援センターの職員等、事業所以外の
メンバーも含めて利用者を支えている関係者を含みます。

次ステップに向けて期待したい内容について、具体的な改善課題や取り組みが期待さ
れる内容を記入しています。

＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含みます。

＝家族に限定しています。

訪問調査日 平成28年11月18日

事業所名 グループホームゆりの花・武

ヒアリングや観察などを通して確認できた事実を客観的に記入しています。

評価確定日 平成29年2月28日

評価機関名 株式会社　R-CORPORATION

評 価 結 果 報 告 書 事業所番号 1471902922

＜認知症対応型共同生活介護用＞
＜小規模多機能型居宅介護用＞

法人名 有限会社　ハピネス



㈱R-CORPORATION外部評価事業部

自己評価及び外部評価結果

【事業所概要（事業所記入）】 【評価機関概要（評価機関記入）】

評 価 機 関 名

所　　在　　地

法　　人　　名 訪 問 調 査 日 平成28年11月18日

事　業　所　名

（ 238-0303

名

名

名

18 名

2 ﾕﾆｯﾄ

自己評価作成日

※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報リンク先

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】

外部評価項目

 1 ～  7

8

 9 ～ 13

14 ～ 20

15 ～ 22

23 ～ 35

　□　小規模多機能型居宅介護

平成28年10月25日

Ⅴ アウトカム項目

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

①このグループホームは有限会社ハピネスの経営です。ハピネスは横須賀市を中心
に、グループホーム4ヶ所、小規模多機能型居宅介護1ヶ所、東京都にもグループ
ホーム3ヶ所、小規模多機能型居宅介護1ヶ所を運営しています。ここ「ゆりの花・
武」は京浜急行「YRP野比駅」からバスに乗り「通信研究所入口」下車して徒歩1分
程の場所にあります。建物は白を基調とした木造2階建ての清潔感が感じられる建
物です。
②事業所では法人の理念「ゆっくり・一緒に・楽しむ・共に築く」に沿って、年度
初めにユニット毎に理念をとスローガンを作成しています。各ユニット毎の理念は
ユニットリーダーを中心に話し合い、職員の想いをまとめた物にすることで、職員
に浸透しています。また、スローガンは具体的な行動を掲げることで理念に沿った
ケアの実践に繋げています。
③今年度から新たな試みとして「本」を使った研修を取り入れました。様々な分野
（介護、料理、コミュにケーション等）職員の苦手とする分野の克服に向けて本を
通して学んだことをレポートとして提出し、発表することで、他の職員とも情報を
共有し全体のレベルアップを図っています。外部研修に参加した後は、帰所後に受
けた研修の報告書をまとめ、資料をファイリングして保管することで、自由にいつ
でも閲覧できるようにしています。また、法人としてキャリアパス制度が有り、各
種の研修、初任者研修、介護福祉士・居宅介護支援専門員研修など、研修等の必要
な費用は全て会社で負担し、各資格に対する手当を支給する等、職員の質の向上に
取り組んでいます。

潜在能力を最大限に生かし、生きる喜びのために予防も大切だという
ご本人の意識づけも大切にし、日々ゆっくりと共に楽しめる支援をし
ている。”人生を楽しんでいただく”喜べる日々をモットーにしてい
る。

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

自己評価項目

 1 ～ 14

　■　認知症対応型共同生活介護

36 ～ 55

56 ～ 68

）

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

評 価 結 果
市町村受理日

平成28年度

株式会社　Ｒ－ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

〒221-0835　横浜市神奈川区鶴屋町3-30-8ＳＹビル2Ｆ

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

平成17年12月1日指 定 年 月 日

有限会社ハピネス

1471902922
平成17年12月1日

平成29年3月27日

神奈川県横須賀市武1-10-5

宿泊定員

定員　計

平成29年2月28日
評  価  機  関
評 価 決 定 日

事 業 所 番 号

所　　在　　地

サービス種別

定　 員　 等

グループホームゆりの花・武

登録定員

通い定員



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホームゆりの花・武

 ユニット名 １階

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

1年間に行った行事の報告、外部評価の報告を
行っている。また、消防署の指導のもと行う防
災訓練では、実際に避難誘導に加わってもら
い、その体験から出た意見を反映しマニュアル
作成に活かしている。

サービス上不明な点が生じた時は、担当者に相
談をし、アドバイスや指導を受け、サービス向
上に努めている。

ゆりの花主催の夏祭りを通じて地域住民との交
流をはかっている。地域住民のスタッフいて、
ゆりの花に対しての理解も深まっている。

「夏祭り」でホームの内外を開放し、認知症の
方々がどのような場で生活しているか周知して
もらえるようにしている。また、日常生活の写
真の載示や、手作り作品の販売を行う等の工夫
をしている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅰ　理念に基づく運営

事業所理念とは別に、ユニット独自の理念をカ
ンファレンスにてスタッフ全員で意見を出し合
い決めている。また、その理念に添ったケアが
実施できるよう具体的な行動目標をかかげてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

面会時やケアプラン更新時等に意見や要望を聞
き、サービスに活かしている。詳しい内容につ
いては、月1回のカンファレンスを通じ、職員
に周知、徹底するように説明している。

研修に積極的に参加している。

不安を最小限におさえられるよう、当人が理
解、納得されるよう誠意を持って説明をするよ
う努めている。

研修に積極的に参加し、参加者の報告と同時に
主任が再度詳しく説明をしている。玄関の施錠
についても交通量の多い道路沿いに立地してい
ることと、施設外徘徊で一昼夜行方不明になっ
た利用者様がいることからやむを得ず行ってい
る。

研修に積極的に参加し、参加者の報告と同時に
主任が再度詳しく説明をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

横須賀市ＧＨ協議会や、小規模事業所連係事業
等の研修に積極的に参加し、他事業所の職員と
のコミュニケーションを図っている。また、管
理者が協議会の役員を務めることもある。他事
業所の同じ立場の方々との情報交換をすること
ができている。

個々の職員の得意分野、適正を見極め、役割分
担をしている。責せることで、やりがいにつな
がるよう工夫している。

入社時研修の実施、3カ月後にチェックリスト
を記入し面談を行っている。他ユニット交換研
修、他ゆりの花事業所研修も行っている。社外
研修にも積極的に参加し、各自が受けた研修が
わかるよう報告書と資料をファイリングしてい
る。

月1回のユニットごとのカンファレンスで出た
意見は、管理者会議、主任会議で代表者に報告
し話し合い、結果をカンファレンスに戻し、反
映させている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

「ありがとう」の言葉を大切にし、家事等に関
わってもらい、「何も出来ない」という気分に
させないよう配慮している。

サービス開始前の面談にて誠意を持って傾聴し
ている。

本人、家族と話し合いの中で見極める努力をし
ている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

サービス開始前に本人、家族との面談にて傾聴
し、把握するよう努めている。本人が伝えられ
る状況にない場合は、家族から聞き取りしてい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

友人の面会や電話等、気軽に連絡が取り合える
よう努めている。また、入所前によく買い物に
訪れていた店(洋品店等)への外出支援をしてい
る。

行事等に参加してもらっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

サービス開始時に本人、家族から詳しく聞いて
いる。また、ご家族にわかる範囲で書面でもら
い、全職員が目を通せるファイルに保管し把握
している。

排泄、食事、水分摂取状況の把握、残存機能の
維持のための体操等を行っている。また、居室
で休む時間等も把握するよう努めている。

夏祭りに招待したり、外出先で会った時には近
況を尋ねる等している。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

普段の言動を観察し、月1回のカンファレンス
で意見を出し合い、生活環境作りに役立ててい
る。

利用者同士の談笑の時間を大切にしている。ま
た、協力して出来る手伝い等を頼んだりする工
夫をしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

基本的には内科は月2回、精神科は月1回、歯科
は随時往診がある。委託医による健康管理がな
されており、必要に応じ、指示を仰ぎながら専
門科への受診をする等、適切な医療が受けられ
るよう支援している。

医療連係体制、必要に応じ病院受診(送迎)、入
院先医師との早期退院に向けての情報共有。ま
た、馴染みのの場所、希望する所への外出等、
多様な支援をしている。

町内会の催し物への参加、車椅子でも入れる
ファミレスへの外食等、マンネリ化しない生活
支援をしている。

ケアプラン更新時には、現状を伝えたうえで希
望を聞くようにしている。その中で、訪問マッ
サージ師やかかりつけ医等に相談したうえで、
月1回カンファレンスで職員同士が意見を出し
合い、ケアプランに反映させている。

毎日、関わった職員が個別記録をつけている。
特記事項は業務日誌にもおとし、全職員が必ず
目を通し、情報を共有し、日々のケアやケアプ
ランに反映させている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

職員が普通救命普及員の資格を取得しており、
定期的に講習を行っている。また、急変時の対
応についてマニュアルを作成しており、速やか
に対応できる体制作りをしている。

月1回、火災、地震を想定した避難訓練を実施
している。その際には停電時に備え、ガスコン
ロで調理した食事を摂るようにしている。年1
回消防署の指導のもとでの訓練も行っており、
民生委員、地域の代表者、消防団にも参加して
もらっている。

入院した際にはお見舞いを兼ね、病院関係者に
状況を聞き、ホーム委託医に、本人、家族の意
向を含め報告し、早期退院につながるよう支援
している。退院後、スムーズにホームで受け入
れられるよう努めている。

入所時に本人、家族の意向を確認しているが、
対応が必要になった場合には、状態や気持ちの
変化に合わせ、本人、家族、ホーム、委託医等
関係者で何度も話し合い、方針を共有しながら
支援している。

看護師不在時の特変事項を報告し、アドバイス
や指示を受けている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

当日の予定をお知らせすると共に、残存機能の
維持のために体操を実施。その他、観たいテレ
ビ番組に合わせて、好きな時間に入浴できるよ
うに支援している。

定期的に白髪染めや、散発を行っている。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

人として誰が聞いても不快に感じる言葉づかい
や対応はしないよう心がけて接するよう努めて
いる。

日常の会話の中で聞き出せるような工夫をして
いる。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

毎日10時のお茶の時間にプレーンを出し、便秘
予防に努めている。

個々に合わせ、スポンジブラシ等を使用し、舌
の汚れ等にも気を配ってケアをしている。

排泄チェック表を活用し、個々の排泄パターン
を把握しトイレ介助をしている。

献立は当日ホームで考え、利用者と買い物へ行
き、旬の食材を取り入れ、利用者と一緒に下ご
しらえをしている。みそ、梅酒、ぬか床等を
作っている。また、パンや麺、外食、出前の日
を設け、おいしく、楽しく食べることへの工夫
をしている。

野菜中心の献立に配慮している。また、揚げ物
が続かないように気をくばっている。食事、水
分量はチェック表に記入して把握している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

マンネリ化した生活にならないよう、季節に応
じた行事や、日々の外出、レクリエーションを
実施している。

野菜中心の献立に配慮している。また、揚げ物
が続かないように気をくばっている。食事、水
分量はチェック表に記入して把握している。

効用、副作用等の記載された一覧表を個別に
ファイリングしており、職員はいつでも確認出
来るようになっている。また、誤薬防止のた
め、投薬時には複数の職員で確認してから行っ
ている。

曜日は決めているが、時間は自由にゆっくり入
れるように配慮している。また、冷え症の方に
は足欲を実施している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

リビングや玄関には利用者の手作り作品を飾っ
たり、季節を感じられる飾り付けをしている。
ホーム周辺、裏庭には季節の草花や家庭栽培の
野菜を植える等している。

ホーム主催の夏祭りや、地区のバザー等では、
一人ひとりおこづかいを用意し、好きな物を自
分で選び買い物を楽しめるよう支援している。

要望に応じ支援している。

食材や個別の買い物、裏庭での雑草取りや外気
欲等の他、季節ごとの行事での外出をしてい
る。また、バスツアーを計画し、ご家族と共
に、中華街、横浜赤レンガ、東京タワーへの遠
出も実施している。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

自宅で使用していた家具、家電、仏壇等はその
まま持ち込め、馴染みの物や好みの物に囲まれ
て暮らせるようになっている。

トイレの場所がわかりやすいよう、手作りの目
印を取り付ける等している。

ダイニングテーブルの他、ソファーを設置し、
ＴＶ、ＣＤ、ラジオ等利用者の気分に合わせ使
い分け、居心地の良い場所で過ごせるよう配慮
している。
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事業所

グループホームゆりの花・武
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 13

横須賀市内は活断層が多
く、防災意識を高く持ち
綿密な対策が必要であ
る。

被災時に利用者様全員が
健康維持できる。

2年

2 14

設立から10年以上経ち、
さらなる老齢化、ターミ
ナルケアの比率が高い現
状、限られた人材の中で
より質の高いケアが必
要。

これからもご本人、ご家
族が充実した人生を過ご
したと思う事ができるケ
アをしていく。

2年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

・地域資源の活用。
・被災生活の仮体験の機
会をより多く持つ。
・シュミレーションの多
様化と対応策の構築。

・ターミナルケアの学
び。
・医学的知識をより高め
る。
・やすらぎの提供の範囲
拡大。
・食を通して喜んでいた
だく工夫。
・人とのふれあいの質を
更に高める。

目　標　達　成　計　画

2017年2月26日

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 〇 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームゆりの花・武

２階

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日常
的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向
けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や話
し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的に
伝えながら、協力関係を築くように取り組んで
いる

民生委員の方を主とし、ゆりの花の全容を見て
いただいている。また、1年間の運営推進会議
内容を1回ごと色合いの違う課題に設定し、開
催から時間をかけて、介護にまつわる全般のご
理解がいただけるよう努めている。また、上記
の方々の意見を常に伺うように努め取り入れて
いる。

運営推進会議は2ケ月に1回開催し、メンバーは民生
委員、市指導監査課職員、包括支援センター、利用
者家族代表、事業所の職員で構成しています。毎回
会議の内容に変化を持たせるために、年度初めに議
題を決め、介護全般について理解いただけるように
努めています。その他、現状・活動状況について報
告しています。いただいた意見については検討した
後に反映させています。

今後の継続

市担当職員との連絡をこまめにとり、訪問を通
して、ゆりの花のありのままの生活を把握して
頂いている。また、市からの要望を事務所を通
して積極的に取り入れている。

生活保護受給者の受け入れを行っている関係で、担
当者とはこまめに連絡を取り合っています。運営推
進会議にも市の指導監査課職員に年1回参加していた
だき、事業所の現状を見ていただくと共に情報交換
を行っています。横須賀市のグループホーム協議会
にも参加し、他事業所とも交流を図っています。

今後の継続

日ごろの町内清掃や買い物、散歩、地域イベン
ト、ゆりの花のイベントはの誘いを通して、コ
ミュニケーションを深めていっている。地域住
民の介護スタッフも増え、ゆりの花の理解が深
まっている。夏にはホームで地域へ開放するバ
ザー、秋には農協バザーに参加し、地域との触
れ合いを深めている

町内清掃や日常の外出時、地域の行事にも参加し積
極的に交流を図っています。また、事業所恒例の夏
祭りや餅つきは回覧板を通して地域の方にお知らせ
し、多くの方に参加していただいています。また、
毎年中学生の職業体験の受け入れや、ボランティア
の来訪もあります。

今後の継続

地域住民からの入所相談やグループホーム内見
の希望に答え、ご家族の現在抱えている悩みや
今後の不安について、お役に立てるよう関わり
を持っている。講習会等の知識が広がる努力も
している。

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

管理者を筆頭に、地域との関わり方を考え実行
している。また、フロア理念に地域との結びつ
きを大切にしたスローガンを取り入れ実施して
いる。

法人の理念を基本として事業所では、年度始めにユ
ニット会議でユニット毎の理念とスローガンを作成
しています。スローガンに理念の実践に向けた具体
的な行動を掲げることで、日々のケアで実践してい
ます。理念は年度終わりに振り返りを行い、次年度
に向けて継続または新たな理念を作成しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必
要性を関係者と話し合い、それらを活用できる
よう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

スタッフ全員が身体拘束に関する外部内部研修受講を基本とし、ド
アの施錠時、つなぎ使用時、四点柵使用時、車椅子ベルト使用時等
の場合は必ず記録に残し、事前に家族に相談を行ってから実施して
いる。また、時間は必要最低限にし、常に利用者の自由を守る体制
作りをしている。夜間帯等のスタッフ一人体制時には、危険回避を
目的として、リビング・階段間のドアの施錠することを統一ケアと
している。又、日常において、言葉による行動の束縛等もしない
様、スタッフで厳守している。

全職員が身体拘束に関する研修に内部研修・外部研
修問わず参加し、スピーチロックも含め身体拘束に
関する知識や理解を深め、常に利用者の自由を守る
体制作りを心がけています。玄関については、交通
量の多い道路に面しているということもあり、家族
の了承を得て施錠しています。

今後の継続

入社時オリエンテーションを初めとし、利用者
様のあるべき権利について説明や研修を定期的
に実施している。外部研修や介護福祉士取得の
学びを通して、またさらに深く各人が学び強化
している。

主任が主となり実施している。

ケアプラン更新、訪問時、特変時等、機会ある
ごとに家族の意見を積極的に尋ね、個人プラ
ン、統合プランに反映させている。家族会を行
い意見を聴集している。毎月利用者様の日常生
活の様子が記載されたフォーカス記録を家族に
送ることによって、状態把握をしていただきや
すく、家族の意見を想起しやすくしている。

家族からの意見・要望については面会時や毎月郵送
している利用者の毎日の記録（フォーカス）で利用
者の状態を細かく伝えることで、些細なことでも意
見を表出できるようにしています。また、家族会も
毎年実施しており、職員と家族間の関係も良好で、
気軽に話せる関係が構築されています。

今後の継続

虐待の項目の理解をスタッフ全員が把握しているよ
うに、年1度以上の内部研修を実施し、フロア独自に
「接遇係」をつくり、利用者様への接し方につい
て、毎月のカンファレンス時に見直しやよりよい関
わり方を話合っている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている

ＧＨ協議会等の研修会、懇親会と通し、スタッ
フの交流を図っている。

スタッフの成長状況に合わせた目標を各自が持ち、
自分の成長がわかるような体制作りをしている。ま
た、係、担当を各スタッフが持ち、多面的仕事理解
を深めることができるようなしくみを作っている。
先輩層が後輩層を教育する体制を取り入れ、相互の
成長が計れるようになっている。その成長状況を
ホーム長に常に報告し、給与反映出来るよう努めて
いる。

内部研修の実施、各スタッフが研修ファイルを持ち、全般
分野の研修が偏りなく受講できるよう記録を残している。
介護は多岐分野の学びが必要であることから、カンファレ
ンスで環境、接遇、入浴、排泄、食事、業務、アクティブ
ケアの視点からの見直しや改善を常に図り、毎年各担当を
個人のスキルに合わせて、年一回の主任スタッフ面談の実
施時に、年間目標を設け、スキルアップを図っている。グ
ループダイナミクスを取り入れている。

スタッフが意見を出しやすいフロア環境づくりを基本と
し、スタッフの公の場としてカンファレンスとプライベー
ト(主任とスタッフが個人的に話をする機会)の公私の場で
出たアイデアや問題点について、速やかに上司ホーム長に
報告を行い、事案が迅速に反映するように努力している。
迅速度や公表性に留意しスタッフからの信頼度も大切にし
ている。カンファレンス前に事前アンケートを取ってい
る。日誌を有効活用し、情報の共有化と共に気づきの機会
をより多くしている。

毎年行っている親睦会や個人面談の機会もあり、管
理者と職員は仕事のことだけでなくプライベートに
ついても気さくに話し合える関係が構築されていま
す。毎月のカンファレンスではケアに関することや
利用者について様々な意見やアイディアが出るの
で、迅速に反映できるように努めています。運営に
関することや全体で共有する必要があると判断した
場合には、法人の全体会議で提出し、検討していま
す。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る

グループホームは今まで過ごしてきた家庭の延長であり、
生活の場であることを基本としている。ご自分のしてきた
こと、得意とすること、ご自分がやりがいを感じているこ
とをここで発揮する援助をしている。スタッフ間の情報を
共有し、利用者様自身の出来ること、役割、したいことを
その人のペースで出来るような環境を作っている。利用者
同士の関りも大きな喜びやご自身存在の肯定になることか
ら、より良い関係性が築かれるようにバックアップしてい
る。

家族からの入居前後両面のアセスメントから、ご家族の要
望を取り入れている。また、入所当初は細目に連絡を取
り、入所前の聞き取り等では、不明な事柄をお聞きし、ご
本人の通常生活スタイルにより近づける努力をしている。
利用者様の入所から1カ月間の写真はより多く、日常生活の
様子を撮りフォーカス記録とともに家族へ送り、利用者様
のそのままの姿がわかるように支援している。

入所前後のアセスメントを基に、ケアプランを
作成した上で、スタッフ全員がフォーカス記
録、日誌を中心に利用者様の観察記録を行い、
本人の困っている点、ケアプラン以外に必要と
している支援、ご家族との関係をよりよいもの
にしていく為の支援体制について、プラン追加
変更していく。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

スタッフとのコミュニケーションを深めるとともに、仲間作りのサ
ポートをしていく。新しい環境の中で、全てが不安材料であること
をスタッフ全員が理解した上でのケアを行っている。本人の主訴と
スタッフ観察によるサポートが必要な点を日々、日誌、フォーカス
記録に残し、情報を共有化しスタッフ全員が、ご本人の状態を理解
出来る環境づくりをしている。特に入所３か月は小さい変化や気づ
きを大切にし、ミニカンファレンスを細目に行い、細やかなケアが
できる様に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る

入居により生活が全く違うものにならないように、住み慣れた地域との関わりを
取り入れる工夫をしている。例)長年通っていた歯医者に通院。おいしい水をい
つも汲みに行っていた、そこへ水を汲みに行き、皆でコーヒーを飲む。家で飼っ
ていた猫も一緒に入居。お墓参り。後援していた小泉総理に会いに行く。ご家族
の時間の会う時、ご主人のご飯を作りに行くサポートをする。「もう帰りたくな
い」と言われてしまうのでは？と心配するが、たまには帰らせてあげたいと考え
ているご家族の援助(今まで「帰りたくない」と言った利用者は1人も居ない)お
孫さんの結婚式の同行、自宅へ行き来する同行、いつも買い物していた商店街で
食事の買い物

自宅で生活していた時からの地域との関わりや習慣
が途切れないように、入居後も地域との関わりや習
慣を継続できるよう生活の中に取り入れています。
重度化により難しくなってきますが、以前は入居前
に通っていた俳句の会にお連れしている方もいまし
た。家族にも協力を得て、お孫さんの結婚式に参加
したり、お墓参りに行く方などもおり、個別対応で
なじみの人や場所との関係を継続できるように支援
しています。

今後の継続

認知症を発症した利用者と関わってきたご家族には、様々なご苦労
があったことを察した上での支援が必要なことをスタッフ全員がカ
ンファレンスや研修を通して学び、利用者様とご家族の関係性に
よって多様なふれあい方があり、各々に合わせた支援を心がけてい
る。(今までの生活歴、家族関係を重視し、ご本人とご家族のきずな
がより深まるよう図っている)。又、年間多数あるイベントや面会を
通してご家族との絆がより深まる様な配慮をスタッフ一同が心がけ
ている（その方法をカンファレンス等を通し、学んでいる）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている

個人の健康状態を主治医と連携を密にとりながら管理して
いる。24時間体制の医療連携により迅速対応可能な環境で
ある。体調の変化については、日勤帯と夜勤帯がきめ細や
かな申し送りを行い、改善が認められるまで観察の継続を
行い、その記録をフォーカスに残し、月1回のご家族へのお
便りとして届けている。今できる事柄の把握をより的確に
することで、本人のより満足できることを見出す努力をし
ている。

9人全員の利用者様のライフスタイルや生活の喜びがどこに
あるのか、人間関係はどのような形がご本人にとって好ま
しいのか、毎月のカンファレンス、日々の報告書である日
誌(昼夜共に観察)ご家族へ相談を通して常に把握し調整す
る努力をしている。タイムスケジュールから外れた支援
（夜中の過ごし方・個人外出・好きな時間の入浴・嗜好品
の求めに対応）しているも行い、各自が楽しく暮らせるよ
う、スタッフ全員で取り組んでいる。

入居時のアセスメントで一人ひとりの過去の生活歴
や人間関係等の把握しています。その後は毎月のカ
ンファレンスで、職員の気づきや介護日誌等を活用
しながら、その方の喜びがどこにあるのかを検討す
ると共に、家族にも相談しながら意向や思いの把握
に努めています。

今後の継続

入所前後のアセスメントを通し暮しの把握をしている。入
所によって生活スタイルが変化し、帰りたい気持ちが強い
時期には、本人の身体に無理がない程度で家に帰る支援も
行っている。“もう家には帰れない”という印象は絶対に
強く持つことのないよう、こだわりを持って支援してい
る。これまでの暮らしを断片的に多分野で取り組むことで
（買い物の場所・一時帰宅・家の周りの散歩・神社参り・
趣味の会・友人の面会）の満足感の支援につなげている。

イベントのお誘いやお手紙を出し、ご家族と交
流がある。ご家族側から積極的、今居る利用者
へ役立てる品々を届けて下さったり、「母の居
た所を懐かしく思う」との言葉と共に遊びに来
て下さっている。また、新しい利用者様の紹介
ケースが多い。毎年バザーの出品にご協力くだ
さる。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

それぞれの相性、生活歴等を考え、利用者同士がよ
り友好的関係が作れるような環境づくりをスタッフ
一丸となって行っている。仲良い同士共に入浴をし
たり、個人外出したりしている。仲間がいることが
生活の輝きが強くなることを、スタッフ一同が理解
している。掃除、食事作りの助け合いも信頼を深め
る機会となっている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
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価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している

ご自分が暮らしてきた所との接点を持つよう努
めている。また、グループホームの地域性も活
かし、外出やボランティア来訪等を通して楽し
んでいただいている。

かかりつけ医は24時間体制で診ている。医師所見は
迅速に正確に伝えている。より詳しい説明を必要と
する場合は、3者立合いで行われる。ケア方針につい
ては、本人、家族の意向を主に、体制を整えてい
る。血液検査の詳細をご家族にタイムリーにお渡し
している。ドクターがより診断しやすいように、体
の異変があった時には、タイムテーブル表にバイタ
ル（BP・P・KT・SPO2）、食事・水分量・排泄・睡眠
についてと、変化内容を詳しく記載し、平常にもど
るまで毎朝FAXしている。

入居時にかかりつけ医の確認を行い、希望によりか
かりつけ医の往診か家族対応によるかかりつけ医で
の受診を決めていただいています。内科の往診は月2
回、精神科は月1回の往診があります。歯科は必要に
応じて随時往診に来ていただいています。また、半
年に1回の健康診断もあります。血液検査を行った際
には必ず家族に検査の詳細をすぐに渡しています。
毎週1回看護師の訪問もあり、利用者の体調管理を
行っています。

今後の継続

個別記録(フォーカス)に、日勤帯は3人のス
タッフが気づきを記入し、連動し夜勤者がその
後の様子を記入するしくみになっている。

ご本人とご家族の両面、グループホームが支援
する体制にある。個々の状況全て違い、時の流
れの変化もともなう状況に応じて、サービス内
容は変わる。

あらかじめ家族にモニタリングした上で、ス
タッフ全員のアンケートを取り、カンファ前に
集計し介護計画を立案している。また、状況変
化の著しい場合は、こまめにミニカンファレン
スを実施しプラン変更を行い、変化に応じる努
力をしている。本人が喜ぶこと・嫌なことは何
かを全員で把握し、よりよい生活が送れるよう
にしている。

介護計画の見直しの前に事前に家族に要望や気にな
ることについてお聞きし、職員からも意見等を聞き
暫定の介護計画を立案したうえで、カンファレンス
で意見を出し合いながら作成しています。状況の変
化が著しい場合にはこまめにカンファレンスを開き
現状に即した介護計画を作成しています。毎月全員
のモニタリングを行い、現状の介護計画とズレが生
じていないか確認しています。

今後の継続
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

上記同様。東日本大震災時の教訓を生かし、避
難食、あかり、暖の確保をしている。夕食を電
気等使わず、避難食で行う等の訓練も取り入れ
ている。又、予防に努め、火を出さない為の取
り決め、入浴時の被災対応も練習と備えてい
る。

毎月、様々な災害を想定した訓練を実施していま
す。訓練を行う際は毎月担当職員を替え、全職員が
災害時に対処できるように工夫しています。年１回
は消防署職員や地域の方にも参加していただくこと
で、災害時の協力体制の確認や講評をいただいてい
ます。備蓄品については、水、お米、非常食、非常
用備品等を準備しています。法人の各事業所の防災
委員会会議を開き、訓練の反省など検討を行い、防
災への職員の意識を高めています。

今後の継続

重度化、ターミナルケアについては、主治医の医学的見解
に基づいて、ご家族に報告しこれからの起こりうる段階に
ついてお伝えし、本人、家族の意向に添えるような支援を
組み立てていく。また、段階ごとに意向を変えたいときに
は迅速に伺い、カンファレンスを開き、全スタッフで話し
合い、本人が苦しい思いをしないように、又、安らげるこ
とは何かを考えたプランを立て直している。

入居時に重度化に関する指針や終末期の対応につい
て説明しています。入居の段階で緊急時の対応も盛
り込まれた確認書にサインをいただいていますが、
毎年家族に再確認しています。重度化やターミナル
については、主治医の見解を直接家族に話してもら
い、3者で話し合い本人・家族の意向に沿った支援を
行っています。

今後の継続

スタッフ全委員が一次救命資格のスキルアップに励
んでいる。スタッフ7名中、4名が普及員、2名が上級
講習修了者、1名が普通救命。毎月1回以上の避難訓
練の実施(火事・地震・被災時の生活をする、３パ
ターンを各月実施）年1回の消防、地域住人も関わる
事業所全体の訓練の実施をしている。※訓練は必ず
利用者も参加している。

週1回の看護師の関わりプラス、主治医Ｄｒが
週平均3～4回の訪問がある。またＤｒとの連携
は24時間体制にある。介護スタッフは変化をよ
り正確に迅速に伝えるために、ＯＡ機を活用
し、発見時の状態をそのままＤｒに報告する努
力をしている。よって重症化した例は関施以来
ない。
入院時、利用者様の心身状況をデータ化し、病院側に把握
して頂いている。また、フロア責任者が定期的にご本人に
面会し状態の把握をし、病院側と相談を繰り返している。
時には主治医も同席し、利用者様のよりよい回復につなげ
ている。退院前には治療内容と同じ状態の把握を行い、
ホームに戻ってきた時に、適切な対応（事故防止・食事治
療・水分摂取・排泄・睡眠管理）ができるように図ってい
る。

㈱R-CORPORATION外部評価事業部



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

利用者様の心身状況に応じて、その日のスケ
ジュール調整をたてている。決められた日時に
入浴するのではない、夜の入浴も希望があれば
行っている。一週間単位に業務内容の柄組みを
考え、利用者の意志を反映させた計画をしてい
る。天候や利用者様のその日の希望を反映させ
た取り組みをしている。
段々と自らでの決定が出来なくなっていく現状の中、“お
しゃれを楽しみたい”“きれいでいたい”“いつまでも変
わらずにいたい”という気持ちに添った支援をし、本人の
昔からの好みに合わせた衣服のコーディネートの手伝い、
外出時の化粧、ネイルを楽しむ等、ご本人たちが満足や癒
される工夫をしている。地域ボタンティアによる、化粧・
ネイルアートを取り入れている。

人に聞かれたくない言葉は、本人だけに聞こえるように話
をする。人生経験の豊かな利用者様の自尊心を大切にした
接し方をする。人によって考え方や暮らし方が違うことを
理解する。プライベートタイムに介入する時は必ず知らせ
てから行う。病気によって人格まで否定されたと感じるこ
とのないように、本人の本来ある姿を見出した接し方を努
める等々を接遇研修として毎月行っている。親しき中にも
礼儀をわきまえ事を基本としている。

入職の研修や毎月接遇研修を行うことで、誰が聞い
ても不快に感じることのない言葉遣いや対応を心が
けています。呼称は「さん」付けを基本としてして
いますが、人生の先輩として、自尊心や人格を損ね
ることのないよう親しき仲にも礼儀をわきまえた対
応を職員一人ひとりが意識しています。トイレ誘導
の際など、人に聞かれたくない言葉は本人だけに聞
こえるように話したり、申し送り時も他の人に聞か
れないように、羞恥心やプライバシーにも配慮して
います。

今後の継続

俳句の会に通う。住み慣れた街で買い物する。
嗜好品や衣料品を自分で選びショッピングす
る。自宅の様子を見に行く。｢晴れた日は海に
行きたい｣等、その日のリクエストに極力応え
る。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

食材に工夫をし、オリゴ糖、キノコ類、繊維の
豊富な野菜を多く常に取り入れている。午前中
の体操を極力実施し、掃除は毎日利用者自身が
居室を行う等、運動量の確保をしている。上記
が不可能な利用者は、歩行量の個別アップ、腹
部マッサージ等、工夫をしている。

必要な利用者様には、マッサージ、アイシン
グ、舌の衛生管理をしている。衛生面にとどま
らず、昼夜は食前に嚥下体操を実施し、機能上
昇や維持に努めている。

ターミナル以外はオムツは使用していない。そ
の人に合った大まかなリズムを把握し、無理の
ない声かけとパンツやリハパン内の衛生管理を
している。尿失禁のある利用者は毎朝携帯シャ
ワーにて陰部洗浄をしている。

排泄チェック表を利用して、一人ひとりの排泄パ
ターンを把握し、トイレ誘導や声掛けを行い、トイ
レでの排泄支援を行っています。事業所の方針とし
て、ターミナルケアの時以外はオムツを使用せず、
声掛けや仕草を見逃さないように注意深く観察し、
一人ひとりに合った対応でトイレでの排泄を促して
います。

今後の継続

月1回はバイキングディを設定(毎月1日の昼)し、好きな物
を好きなだけ楽しんでいただく。外食(中華、寿司、和食御
膳、バイキング、お好み焼き等)の実施。他、個人外食もあ
る。四季の食材を取り入れ、季節の移り変わりを楽しんで
いただく。買う、作る、食べる、片づけるの一通りに参加
していただいている。毎週金曜はカレーとし、食による曜
日感覚を取り入れている。

メニューは職員が考え、食材は利用者と一緒に買い
出しに行くこともあります。食事は利用者にとって
も楽しみであり、生活に欠かせないい部分なので、
おかずを多めに提供したり、四季の食材を取り入れ
季節感を感じてもらえるようにしています。また、
食器にも拘っており、オシャレな陶器の食器を使う
ことで食への関心を促しています。毎週金曜日はカ
レーの日として決めていますが、職員によって味が
異なる為、利用者も楽しみにしています。

今後の継続

1日単位の食事水分摂取表と排泄状況表、健康状態
(肌や腹部を主に)をリンクさせ管理している。日夜
の連携を密に図り、24時間観察すべき点がぶれない
よう徹底している。また、個人の必要量をＤｒと連
携をとりながら設定し、其々に適した摂取量の調整
を常に図っている。糖尿病・腎臓病・膵臓病等の持
病に合わせた個別対応・嫌いなものの把握
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外部評価

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしている

家事の役割は得意とする分野に其々が関わり、
互いに協力し合っている。新聞の広告や、ＴＶ
の情報を通して出た要望に応える努力をしてい
る。物産催事場、美術館、朝市、酉の市、ドラ
イブによる三浦半島めぐり（城ヶ島・風車・う
らり・すかなごっそ・コスモス公園・海辺公
園、等々）ショッピングをして試食を楽しむ、
つくしやよもぎを摘みに行く。

人間の体のしくみについて、フロア内研修を定
期的に行い、サーカディアンシステムや日光の
影響、夜間目の中に強い光が入った場合の学び
をしている。ベット上の生活になった利用者様
には、リンパマッサージや手足浴の実施も取り
入れている。

利用者の服薬内容の変更があった場合は、日誌
に副作用の症状を含めた詳細を記載し、1か月
単位で様子観察し、Ｄｒ報告している。Ｄｒも
また、副作用について詳しく教えてくれる。服
薬はとリプルチェック確認を基本とし、誤薬防
止に取り組んでいる。

入浴の勧いは、楽しんで入って頂く声かけの徹
底をしている。公衆浴場であれば好んでいく
ケースにも対応経験がある。親しい利用者様同
士裸の付き合いを好んでしているケースもあ
る。時間帯につても、本人の希望を最大限取り
入れている。入浴時には基本ケアとし、足浴を
しながら足のマッサージを実施し、循環器のケ
アとリラクゼーションの効果につなげている。

週2回の入浴を基本としていますが、時間は決めずに
利用者の体調や気分によって臨機応変に対応してい
ます。楽しんで入浴していただけるように、拒否の
ある方には無理強いせずに、職員を代えたり誘い文
句を変えながら声かけしています。以前に公衆浴場
を好む方がおり、職員が付き添ってお連れしたこと
もあります。時には、足浴をしながら足のマッサー
ジを実施し、リラクゼーションの効果につなげてい
る。

今後の継続
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

毎日の掃除は開施以来、極力実施している。季
節がわかるコーディネート、日本ならではの装
飾を取り入れ、決して子供っぽくならないよう
な雰囲気作りを心がけている。その時に合った
光度、湿度、温度管理をしている。また、施設
臭がつかない努力をしている。

共有空間は食事をするダイニングスペースとソ
ファーに座ってテレビを観るリクライニングスペー
スに分けることにより、生活のメリハリをつけてい
ます。四季を感じていただけるように時期に合わせ
た装飾を行い、決して子供っぽい雰囲気にならない
よう落ち着きある空間になっています。毎食後に
モップかけを行なうなど、室内の清潔の保持にも努
めています。

今後の継続

お金を持ちたい方は、ご家族に相談の上所持し
ている。バザーや買い物の際、ご自分の好きな
物を自由に購入されている。スタッフがそばで
気づかれないようにしながら、金銭の把握をし
ている。

本人、ご家族へ、24時間連絡可能であることは
お伝えしてある。また、利用者様とご家族の絆
が、ご本人にとって最も生きる力になることを
スタッフ全員が学び、色々な方法で絆が持てる
ようにと考えている。訪問時の写真や手紙を居
室に貼る。こちらから(利用者様から)ご家族に
も声を聞く電話をする。

年1回ゆりの花バスツアーがあり、車椅子使用
者であっても負担少なくレジャーが楽しめる行
事がある。他項目にもあるが、個人外出は常に
実施している。

日常的な外出は、近隣への散歩、食材の買い出しに
行っています。利用者の要望で、少人数での外出や
個別でお連れする場合もあります。年間予定として
毎月のように行事を組み込んでおり、季節ごとの行
事や、車を使って、三浦半島めぐり、菖蒲園、くり
はま花の国、初詣、しおさい公園、いちご狩りにも
出かけています。毎年恒例となっている、ゆりの花
バスツアーでは家族も一緒に参加出来る行事として
好評で、今年はランドマークの展望レストランでの
食事やみなとみらいに出かけました。

今後の継続
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53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している

ご自分の使い慣れた家具や持ち物に囲まれた生
活支援をしている。仲の良い同士が自らの居室
に招き時間を共有し楽しんでいる。

自宅での生活の延長として、在宅時に使用していた
家具等を持ち込んでいただくことを入居時に話して
います。テーブル、椅子、ベット、家族写真、観音
様等がが飾られ、なじみの物に囲まれながら生活出
来るように支援しています。また、加湿器や温度計
も設置され、快適な空間で過ごせるように配慮もし
ています。

今後の継続

ハード面での安全性について、明度や質感、視
覚に気を配り、見渡しやすさ、動きやすさを心
がけている。

リビングだけをパブリックスペースとせず、一
人で寛げる場所作りもしている。テーブルを2
つに分け、席は決めずに自由席としている。
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事業所

グループホームゆりの花・武
作成日

〔目標達成計画〕

優 項

先 目 現状における 目標達成に

順 番 問題点、課題 要する期間

位 号

1 13

横須賀市内は活断層が多
く、防災意識を高く持ち
綿密な対策が必要であ
る。

被災時に利用者様全員が
健康維持できる。

2年

2 14

設立から10年以上経ち、
さらなる老齢化、ターミ
ナルケアの比率が高い現
状、限られた人材の中で
より質の高いケアが必
要。

これからもご本人、ご家
族が充実した人生を過ご
したと思う事ができるケ
アをしていく。

2年

注1）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注2）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

目　標　達　成　計　画

目　　標

2017年2月26日

目標達成に向けた

・ターミナルケアの学
び。
・医学的知識をより高め
る。
・やすらぎの提供の範囲
拡大。
・食を通して喜んでいた
だく工夫。
・人とのふれあいの質を
更に高める。

・地域資源の活用。
・被災生活の仮体験の機
会をより多く持つ。
・シュミレーションの多
様化と対応策の構築。

具体的な取組み内容
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